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猪名川町視察来訪

中寺小学校児童の田植え体験

大津　レンコン植え付け風景
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姫路市賃借料情報
最近は、賃借料の伴わない使用貸借（利用権設定を含む）が
多くなっています。
平成24年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借に
おける賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりです。

＊1 データ数は、集計に用いた筆数です。デデ　デ

＊2 標準的な水準を算出するため、区分毎に、全賃借料データの平均値±標標　標 （平均平

値×値値値 70％)を超えるものを除いています。

＊＊＊33 金額は、算出結果を四捨五入し、金額は 算出結果を四捨五入し金額は、算出結果を四捨五入し、　金　金 果をを果を果をを果をを四果を果を果を四果 五捨五五 、001001001010 円単位としています。円単位としています円単位としています。単位単位単位位単位位単単

＊＊＊444 「（参考）姫路市平均」の平均額は、各区分の集計に用いた全データの平均です。す平均平均「「（参（参（参参 均額額は）姫考）姫姫姫姫姫路）姫姫考）姫路路市市路市市平市平市市平路市市路市市平 平平均平均平均均均平均平均平均均額の平均平」の」」の均」の均」」の均」」の」のの均」の 各区、各各は 各各各各各は 各区各 の分の分のの集分のの集の集計集計計集計計に計に計に計に計計集計計に集計 い用いい用 均均均で均ででで均でで均均で均均で均ータータタタタターータデータのデー のの平の平平の平のの分各区分区分分区分分区

＊＊＊＊＊＊555555 旧夢前町及び旧安富町地域は、データ数不足（旧夢 旧安 はは、デ、デデデデ、、は、は旧夢旧夢旧夢旧夢旧夢旧旧夢夢前前前前町町 域域域域域はは域は域は域域域域は域町及町及町及及び町及び旧び旧び旧安 地富町地地域地富町富安富富安富　旧 ータタタ数数不数タ数不足足（足足数ータタタタ数タ 5件未満）のため算出してい満）の））の満）の満）の）満）の満）のの満件件件未件未未満未件未件未未満件未件 出しめためめ算のためた 算算出算出出算出算出算算出算 いていてていててててていていいして

せん。せ 。。せんんせんせんんせんんままませませまままま

＊＊＊＊6666 畑は デ タ数不足のため算出していませんま出 ま出は 算不不足 たの足の ままてし せんんせん畑 タ数数数タ　畑は　畑は、データ数不足のは、データ数不足のため算出していまため算出していまません。ません。

池内会長　京田辺市にて

大塚農地部会長　福知山市にて

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
と
は
、

各
集
落
・
地
域
に
お
い
て
徹
底

的
な
話
し
合
い
を
行
い
、
集
落
・

地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
﹁
未
来
の

設
計
図
﹂
と
な
る
﹁
人
・
農
地

プ
ラ
ン
︵
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
︶
﹂
を
作
成
す
る
も
の

で
す
。

こ
れ
を
作
成
し
た
か
ら
と
い
っ

て
補
助
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

作
成
の
メ
リ
ッ
ト

︹
青
年
就
農
給
付
金
︺

四
十
五
才
未
満
で
自
立
・
就

農
さ
れ
る
方
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

︹
農
地
集
積
協
力
金
︺

　
経
営
し
て
い
た
農
地
を
中
心
と

な
る
経
営
体
に
集
積
す
る
た
め
に

離
農
す
る
等
の
場
合
に
支
払
わ
れ

ま
す
。

︹
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
五
年

間
無
利
子
化
︺

　
中
心
と
な
る
経
営
体
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
認
定
農

業
者
に
限
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
活
動

　
池
内
宏
行
会
長
︵
小
坪
︶

及
び
大
塚
正
稔
農
地
部
会

長︵
毛
野
︶
を
始
め
、
地
元
の

各
農
業
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
プ
ラ
ン
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
京
都
府
農

業
会
議
を
始
め
各
地
か
ら
講
演

依
頼
や
視
察
来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
七
集
落

　
姫
路
市
で
は
平
成
二
十
四
年

度
に
七
集
落
が
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

［
作
成
集
落
］︵
順
不
同
︶

行
重
︵
香
寺
町
行
重
︶

岩
屋
︵
豊
富
町
神
谷
︶

八
幡
︵
船
津
町
︶

大
釜
︵
飾
東
町
大
釜
︶

小
坪
︵
夢
前
町
寺
︶

宮
置
︵
夢
前
町
宮
置
︶

毛
野
︵
打
越
︶

　﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
機
械
の
買
い

換
え
時
に
稲
作
を
や
め
る
農
家
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
八
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

九
月
に
農
区
総
会
を
開
催
し
て

全
員
の
同
意
を
得
、
二
月
に
申

請
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
船
津
の
八
幡
農
区
は
、

昨
年
よ
り
二
十
七
才
と
二
十
五

才
の
青
年
が
就
農
し
て
お
り
、

農
地
集
積
に
希
望
が
持
た
れ
ま

す
。
彼
等
は
無
農
薬
栽
培
を
行

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
農
業
を

リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
に
関
与
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
苗
村
　
重
範
（
八
幡
地
区
）

締結（公告）さ
れた地域名

旧 姫 路 市

旧 夢 前 町

旧 安 富 町

旧 香 寺 町

姫路市全域

7,300円

―

―

4,000円

5,800円

12,000円

―

―

4,000円

―

平均額

4,900円

―

―

3,000円

―

最低額

24筆

1筆

3筆

60筆

88筆

データ数
（賃貸借）

265筆

166筆

72筆

1,291筆

1,794筆

参　考
（使用貸借）

最高額
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﹁
芋
煮
祭
り
﹂
で
に
ぎ
わ
う

レンコン栽培一口メモコン栽培 口メモ一口メモ

収穫したもち米で餅つき収穫したもち

　
姫
路
市
北
東
部
に
位
置
す
る
香

寺
町
の
姫
路
市
立
中
寺
小
学
校
︵
児

童
数
四
百
二
十
七
人
︶
で
は
、
毎

年
三
年
生
の
子
ど
も
達
が
、
地
域

の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
﹁
お

米
﹂
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
六
月
中
旬
に
、
中
寺
営
農

組
合
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、﹁
田

植
え
﹂
を
体
験
し
ま
し
た
。

　﹁
こ
れ
が
お
米
に
な
る
ん
。﹂、﹁
は

じ
め
は
小
さ
い
ん
や
な
あ
。
﹂
と

不
思
議
が
っ
て
い
た
子
ど

も
達
も
、
慣
れ
な
い
水
田
に

裸
足
で
入
る
と
大
喜
び
で
す
。

裸
足
で
入
る
と
大
喜
び

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な

手
で
一
つ
一
つ
苗
を
植
え

る
こ
と
も
、
営
農
組
合
の

方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
少
し
ず

つ
上
手
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

先
人
の
知
恵
や
作
業
の
大
変
さ
に

気
づ
き
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
月
に
入
り
、
待
ち
に

待
っ
た
稲
刈
り
。
多
く
の
児
童
に

と
っ
て
、
﹁
の
こ
ぎ
り
鎌
﹂
を
持

つ
の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、

丁
寧
に
教
え
て
頂
い
た
お
か
げ
で
、

安
全
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
、
真
剣
な
表

情
で
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

　﹁
上
手
に
刈
れ
た
。
﹂
、
﹁
も
っ

と
や
り
た
い
。
﹂
と
大
興
奮
の

子
ど
も
達
。
た
く
さ
ん
の
稲
の

束
を
見
て
と
て
も
満
足
そ
う
で

し
た
。

　
普
段
食
べ
て
い
る
お
米
も
、

昔
と
比
べ
る
と
機
械
に
よ
っ
て

作
業
の
効
率
化
が
進
ん
で
は
い

ま
す
が
、
多
く
の
人
の
手
を
経

て
よ
う
や
く
食
卓
に
並
ぶ
も
の

な
の
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
に
つ
い
て
子
ど
も

な
り
に
考
え
、
そ
し
て
感
謝
す
る

気
持
ち
を
育
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

︵
取
材
協
力
　
山
本 

祐
嗣
先
生
よ
り
︶

︵
取
材
　
農
業
委
員
　
藤
尾 

義
則
︶

農
地
を
守
る

　
〜
大
釜
資
源
守
り
隊

　
大
釜
農
区
︵
飾
東
町
︶
の
農
地
、

農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど
の
農

業
生
産
基
盤
を
守
る
た
め
に
、﹁
大

釜
資
源
守
り
隊
﹂
を
組
織
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
の

補
助
事
業
﹁
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
︵
現
　
農
地
・
水
保

全
管
理
支
払
交
付
金
︶﹂
の
一
環
で
、

農
区
だ
け
で
な
く
自
治
会
な
ど
非
農

家
の
人
た
ち
も
参
加
す
る
も
の
で
す
。

　
姫
路
市
全
体
で
は
二
十
四
年
度
、

七
十
三
地
区
が
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
年
で
七
年
目
と
な
り
、
一
年
を

通
し
て
農
地
は
も
と
よ
り
地
域
環

境
全
体
を
守
る
活
動
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。

︵
農
業
委
員
　
黒
田
　
良
輝
︶

　視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た

　
三
月
十
三
日
に
神
戸
市
農
業
委

員
会
三
十
八
名
が
姫
路
市
役
所
を

来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
池
内
会
長
以
下
五
名
が
当
農
業

委
員
会
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

お
米
を
作
る

こ
と
を
通
じ
て

　
　

姫
路
市
立
中
寺
小
学
校

　姫路特産のレンコン（大津）の植え付けは、三月下旬

から四月上旬にかけて行われます。病害虫と土壌消毒を

兼ねた生石灰等の鋤き込みの後、膝上まで入る泥田での種

レンコンの植え付けは、栽培農家にとって大変な作業です。

　また一方では、住宅化が進む中で遊休田が増えていますが、

栽培が出来る田であれば、今後レンコンの作付け面積を

増やしてほしい

という消費者の

声もあり、高齢

化に伴う後継者

育成が必要なこ

とも事実です。

（農業委員　　

　　三輪　幹男）

第92号 ひめじ農業委員会だより 平成25年６月
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◎原則、第１水曜日　午前10時〜12時

【場所】　農 業 委 員 会 室  （ 姫 路 市 役 所　東 館 ３ 階 ）

お問合せは　農業委員会事務局 TEL　079-221-2823

　農地の売買、貸借関係、相続税等納税猶予など、お気軽にご相談
ください。
　※事務手続きなどのご相談は、これに限らず随時受け付けています。

農
業
者
年
金
の
現
況
届
け
は

お
早
め
に

　
農
業
委
員
会
ま
た
は
最
寄

り
の
市
役
所
出
先
機
関
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
編
集
委
員
が
交
代
し
ま
し
た
。

私
た
ち
六
人
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
揺
れ
る
日
本
の
農
業
の

中
に
あ
っ
て
、
姫
路
市
の
農

業
振
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

紙
面
づ
く
り
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

︵
前
列
右
か
ら
進
藤
農
政
部
会
長

職
務
代
理
者
、
池
内
会
長
、
浅
見

農
政
部
会
長
、
後
列
右
か
ら
小
笠

原
委
員
、
加
納
委
員
、
山
里
委
員
︶

月

日

曜

６月

５日

水

７月

３日

水

８月

７日

水

９月

４日

水

10月

２日

水

11月

６日

水

12月

４日

水

編

集

後

記

認
定
農
業
者
紹
介

認
定
農
業
者
紹
介

児
島
園
芸︵
有
︶代
表　

児
島　

匡

【利用権設定】
　メリットは、手続きが簡単なこと。また、

貸した農地は期限が来れば手続きなしに所

有者に返ってくることです。

　但し、市街化区域の農地は対象外です。

お問合せは

　　　農政総務課　℡ 079-221-2475

農地の転用には、許可・届出が必要です
　農地を転用する場合は、市街化区域以

外の地域は許可が、市街化区域の地域は

届出が必要です。

農地を相続したら相続届を
　農地を相続した場合、農地の所在する

農業委員会に相続届を提出する必要があ

ります。

　
姫
路
市
飾
磨
区
妻
鹿
、
浜
手
緑

地
の
す
ぐ
南
に
広
が
る
児
島
さ
ん
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。

　
六
十
五
ア
ー
ル
も
の
広
大
な
土

地
に
並
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、

な
ん
と
二
十
一
棟
。
こ
こ
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
野
菜
は
、
小
松
菜
、

水
菜
、し
ろ
菜
、わ
さ
び
菜
と
い
っ
た

定
番
の
も
の
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
ン

パ
セ
リ
、
ル
ッ
コ
ラ
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
児
島
さ
ん
は
平
成
五
年
の
大

学
卒
業
直
後
か
ら
家
業
で
も
あ
っ

た
農
業
に
携
わ
り
、
以
来
二
十

年
間
専
業
農
家
と
し
て
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
平
成
六
年
に
法
人

化
し
、
平
成
二
十
四

年
度
に
認
定
農
業
者

と
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
四
十
二
歳
と
い

う
若
さ
で
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
以
外
の
畑

も
合
わ
せ
る
と
全
部

で
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
も
な
る
畑
を
、
パ
ー

ト
さ
ん
三
人
を
含
む

六
人
の
従
業
員
と
共

に
切
り
盛
り
し
て
い

ま
す
。

　
出
荷
の
半
分
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン

店
な
ど
と
の
契
約
栽

培
野
菜
、
ま
た
、
旬

彩
蔵
で
は
生
産
者
名
を
見
て
購
入

す
る
フ
ァ
ン
も
多
い
と
い
う
児
島

園
芸
の
野
菜
。
牡
蠣
の
殻
を
堆
肥

に
混
ぜ
る
と
い
う
独
自
の
取
組
に
よ

り
栽
培
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
野
菜
は
、

ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証

も
受
け
て
い
ま
す
。

　
経
営
は
順
調
で
す
が
、
目
下
の

悩
み
は
人
手
不
足
。
ま
た
、
夢
を

持
っ
た
若
手
の
育
成
が
課
題
だ
と

言
い
ま
す
。

　
将
来
の
目
標
は
と
尋
ね
る
と
、

﹁
規
模
を
拡
大
し
、
取
引
先
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
農
家
に
な
る
こ

と
か
な
。
﹂
と
少
し
照
れ
く
さ
そ

う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

︵
農
業
委
員
　
増
田
　
弘
文
︶

安心できる農地の貸し借り

農事
相談室
農事
相談室

こ　

じ
ま　
　
　

た
だ
し

向って右が児島さん、左が増田委員向って右が児島さん、左が増田委員

−４−

第92号 ひめじ農業委員会だより 平成25年６月
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